













































































































































終わる。単数の li djäne foye （la fille jeune：若い娘）に対して 複数では les djänès foyes。②定冠詞
と所有形容詞に性別がない。フランス語では，la voiture（車：女性名詞）， le ciel （空：男性名詞）
であるのに対し，ワロン語では，li vweture，li cir となる。同様に，フランス語の son corp（彼の




た多くの語彙が存在する。ワロン語のflaw（faible：弱い）はオランダ語の flauw に， dringuele 
（pourvoire：ゴミ箱）はオランダ語の drinkgeld に対応する。 crole（boucle de cheveu ：髪の毛の
カール），spiter（éclabousser：水を跳ねる）はドイツ語の sputzen と語源を同じくする。li sprewe 
（l’étourmeau：椋）はオランダ語の spreeuw に通じている。
統辞論的には，①形容詞がしばしば名詞の前におかれる。フランス語の un homme fort （強い
男）はワロン語では on fwärt ome，une maison blanche （白い家）は ene blanke mäjhon となる。
②ゲルマン語系言語の構文からの借用が見られる。ワロン語の Cwè-ç ki c’est di ça po ene fleur?





















（１）ワロン語文学リエージュ協会（Société liégeoise de Littérature wallonne）








的および文学的研究（Études historiques et littéraires sur le wallon）』が，1845年にはシャルル・グ
ラ ン ガ ニ ャ ー ジ ュ（Charles Grandgagnage, 1812-1878） の『 ワ ロ ン 語 語 源 辞 典（Dictionnaire 
étymologique de la langue wallonne）』の第一版が刊行されている。その流れの中で，グランガニャ
ージュやニコラ・デフレシュー（Nicola Defrecheux, 1825-1874）をはじめとする26名のワロン語





































のとしては，ランベール・ド・リックマン（Lambert de Ryckman）の『トングルの流れ（Lès 




ンテーヌの旅（Li Voyèdje di Tchaufontainne: Le voyage de Chaudfontaine）』（1757年），『リエジョワ，
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参加する（Li Lidjwès ègadjî: Le Liégeois engagé）』（1757年），『ウート・シプルーの祭（Li Fièsse di 







は リ エ ー ジ ュ の サ ン・ ラ ン ベ ー ル 大 聖 堂 の 鐘 楼 の 名 ） や ニ コ ラ・ デ フ レ シ ュ ー（Nicolas 
Defrecheux）のシャンソン，「泣かせて（Lëyîz-m’plorer: Laissez-moi pleurer）」（1854年），「あの
娘を見た？（L’avez-v’vëyou passer?: L’avez-vous vue passer?）」 （1856年）などの成功を受けて，
先述したワロン語文学リエージュ協会の創設がなされている。また19世紀には，ワロン語演劇の
傑 作 と 呼 ば れ る 作 品 が い く つ か 書 か れ て い る。 エ ド ゥ ア ー ル・ ル ム ー シ ャ ン（Edouard 
Remouchamps）による 『かつら師ゴーティエ（Tätî l’Pèriquî：Gautier le Perruquier）』（1885年）16），
アンリ・シモン（Henri Simon）の『たまねぎの芯（Coûr d’Ognon: Cœur d’oignon）』（1888年），
『黒鶏（Li Neûres Poye: La Poule noire）』（1893年） などがその代表作として挙げられる。（ibid.: 
151）
散文による作品は相対的に遅れて生まれる。ワロン語による最初の小説は，リエージュ人デュド

























































（1） 1886・5 〔Petite Chronique〕（Théâtre wallon によるLes Deux Neveus上演についての評）なし
（2） 1887・1 〔Chronique Littéraire〕Théâtre Wallon, （Théâtre wallon についての評） L.Hemma
（3） 1887・6 〔Petite Chronique〕（Henri Simon, Bleû-Bixheの紹介） なし
（4） 1887・7 Li Bleu-Bixhe（ワロン語による物語についての評） Maurice SIVILLE
（5） 1887・9 〔Chronique Littéraire〕Wallon et Français, Le Bulletin de la Société Liégeoise 
de Littérature Wallonne
Célestin DEMBLON
（6） 1887・10〔Chronique Littéraire〕Wallon et Français, Le Bulletin de la Société Liégeoise 
de Littérature Wallonne（Suite）
Célestin DEMBLON
（7） 1887・11〔Petite Chronique〕（D.Salme, Li Houlo, roman historique wallonの近刊予告） なし
（8） 1888・6 〔Petite Chronique〕Coúr d’Ognon（Henri Simonのワロン語劇Coúr d’Ognonの評）A・M
（9） 1888・8 〔Petit Chronique〕（Auguste Vierset, Poètes Namurois 近刊案内） なし
（10）1888・11〔Chronique Littéraire〕Recueil de Noël wallons, par Auguste Doutrepont（ワロ
ン語のクリスマスカロル集の評）
Célestin DEMBLON
（11）1889・3 〔Chronique Littéraire〕Poètes Namurois par Auguste Vierset（Viersetの編集に
よるナミュールのワロン語詩集に関する評,
Célestin DEMBLON
（12）1889・9 〔Petite Chronique〕（科学協会連盟Ligue d’une Société scientifiqueの設立について）なし
（13）1890・3 〔Petite Chronique〕（MonseurとWilmotteによる民衆歌についての講演の紹介） Ch.D
（14）1890・8 〔Petite Chronique〕（Théâtre wallon におけるBriques et Mwèrtî上演の案内） Albe M.



















（２）L.エマ「テアトル・ワロン」（文学時評）（L.Hemma, THÉÂTRE WALLON, CHRONIQUE 




































（ ４） モ ー リ ス・ シ ヴ ィ ル「 カ ワ ラ バ ト 」（ 文 学 時 評 ）（Maurice Siville, LI BLEÚ-BIXHE, 
CHRONIQUE LITTÉRAIRE, 1887, No.7, pp.274-275）
































書」（文学時評）（Célestin Demblon, WALLON ET FRANÇAIS, LE BULLETIN DE LA SOCIÉTÉ 
LIÉGEOISE DE LITTÉRATURE WALLONNE, CHRONIQUE LITTÉRAIRE, 1887, No.9, pp. 325-













































































































































































（11）セレスタン・ダンブロン『ナミュールの詩人たち』（文学時評）（Célestin Demblon, LES 













































































































































































































































































































































































































　ピカール語では，フランス語と同じsaleが，西部ワロン語では，フランス語の ordure と同じ語源の 
yord, yourd が，ナミュール・ワロン語とリエージュ・ワロン語ではそれぞれに，mal net に対応する 






























に「ワロン語文学協会」（Société de Littérature wallonne）に，1946年には，「ワロン語およびワロン語













演劇の道へと進む。主な演劇作品としては，『カワラバト（Li Bleû-Bixhe）』（Huy, 7 mars 1887, Cercle 
d’Agrément），『玉ねぎの芯（Coûr d’Ognon）』 （Liège, 14 juin 1888, Cercle d’Agrément），『レンガとモ
ルタル（Briques et Mwèrtî）』 （Liège, 7 décembre, 1890, Théâtre Wallon），『人にはそれぞれの仕事（A 
chaque Marihâ s’clâ）』 （Herstal, 9 décembre, 1990, Société Les Vix Dramatiques），『 黒 鶏（Li Neûre 




品としては，「木の死（Li Mwért di l’âbe）」（1909），「神さまのパン（Li Pan dè bon Diu）」（1909）があ
げられる。1923年，ベルギー・フランス語およびフランス文学王立アカデミーのメンバーに選出される。






述へと進んでいった。『ワロン語の民衆的比喩集（Recueil de comparaisons populaires wallonnes）』（1886），
『ワロン語の動物名語彙集（V ocabulaire des noms wallons d’animaux）』（1890）などの著作がある。
（Closset 1910, Delforge 2000a）。
19）J.=M.クリンケンベルクによれば，「ベルギー文学＝北方性（nordicité）＋フランス語（langue 
française）」がベルギー文学を支える神話の定式である（Klinkenberg et Denis, 2003: 27）





























ル・ド・ガスパラン（Agénor de Gasparin）』，『ワロン語方言学研究（Études de dialectologie wallonne）』，
『オクターヴ・ピルメ（Octave Pirmez）』，『フランスにおける文学的伝統についての批判的研究（Études 











































　エクトール・シェネーは，雑誌『バゾッシュ（La Basoche）』，『若きベルギー（La Jeune Belgique）』，
『ワロニー』などでその文学的才を示したのち，ジャーナリズムの世界に進み『ベルギーの独立（L’








を創刊。みずからの著作としては，『デコール（Décors）』（1895年），『立葵の家（La Maison des Roses 
trémières）』（1898年），『親愛なるイメージ（Images fraternelles）』（1914年）を刊行。『ワロンの生活
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